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三沢市国民健康保険運営協議会 議事録 （概要） 

 

１．日時：令和２年５月２６日（火）午後１時３０分から 

 

２．場所：三沢市役所 本館４階 大会議室 

 

３．出 席 者 

（委 員） 

公 益 代 表：堀  光雄、加澤  明、遠藤 泰子、田嶋 孝安 

保険医保険薬剤師代表：樋口 茂樹、小西 史人、澤上 大樹 

被 保 険 者 代 表：鷹架 良子、坂本 幸子、畑山 陽子、種市 嗣彦 

被 用 者 保 険 等 代 表：山下 秀樹 

（事 務 局） 

国 保 年 金 課 長：寺澤 寿子  副参事兼課長補佐：山本 新一 

国 保 係 長：一戸 剛   保 険 税 係 長：村井 加奈子 

 

４．欠 席 者 

保険医保険薬剤師代表： 中山 宏祥 

 

５．議 事 

 

〈開会：１３時３０分〉 

 

（傍聴希望の記者入室） 

 

司  会：（新たに委員に就任した堀委員を紹介。） 

 

司  会： 定足数についてご報告いたします。本日の出席委員数は１２名です。 

定足数を満たしておりますので、本日の会議は成立することをご報告いた 

します。現在、会長が不在となっていますので、施行令第５条第２項の規 

定により、職務代理者の加澤委員に仮議長をお願いいたします。 

 

仮 議 長： それでは、よろしくお願いいたします。規定により会長が決まるまでの 

間、仮議長を務めさせていただきます。それでは、会長の選任についてお 

諮りいたします。施行令第５条の規定により、公益を代表する者から選挙 

するとありますが、いかが取り計らえばよろしいでしょうか。委員の皆さ 

んのご意見をお伺いします。 

 

遠藤委員： 推薦が良いと思います。堀委員を推薦します。 

 

仮 議 長： 堀委員の推薦ですね。慣例でいきますと公益、議員からということで。 

堀委員を推薦ということですが、それでよろしいでしょうか。 

 

（「はい」という声あり） 
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仮 議 長： それでは、会長は堀委員に決定しましたので、仮議長の務めを終わらせ 

ていただきます。ご協力、ありがとうございました。 

 

司  会： ありがとうございました。それでは、協議会規則第３条により、議長は 

会長が務めることと定められておりますので、堀会長は議長席での会議の 

進行をお願いいたします。 

 

議  長： ただいま、委員の皆さんの推薦を受けまして、会長を務めることになり

ました、堀と申します。さて国民健康保険を取り巻く環境は、新型コロナ

ウイルス感染症により、経験のしたことない状況となっているものと考え

られます。相互に支えあう国保の事業運営を、皆さんのご協力を頂きなが

ら、審議してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたしま

す。それでは、最初に本日の議事録署名人２名を決めたいと思いますが、

議長指名でよろしいでしょうか。 

 

（「はい」という声あり） 

 

議  長： それでは、山下委員、坂本委員の両名を議事録署名人といたしますが、 

ご異議ございませんか。 

 

（「なし」という声あり） 

 

議  長： それでは、次第に従いまして進めてまいります。 

はじめに、条例の専決及び一部改正について事務局の説明を願います。 

 

事 務 局：（国保年金課寺澤課長より、専決処分の承認（保険税条例の一部改正）、 

     傷病手当金に関する条例の一部改正と補正予算、保険税の減免に関する 

条例の一部改正について説明。） 

 

議  長： それでは、事務局より説明がありましたが、ご質問がありましたら挙手

をしてご発言くださるようお願いします。 

 

山下委員： 協会けんぽの山下と言います。よろしくお願いします。２番の条例の改 

正のことですけど、傷病手当金というのではですね我々協会けんぽで行っ 

ているサラリーマンを対象とした、健康保険の中では強制的に支給させて 

いただいているものでございまして、今回コロナの関係で任意給付という 

ことで、やる市町村もあればやらない市町村もあるということなんですけ 

ども、今回積極的に国保で傷病手当金を、取り入れることは良い事だと思 

っています。非常に加入者の方にとって、有難い制度かなと思っています 

のでよろしくお願いします。一つ教えてください。資料の下の方に条例の 

改正に併せて、支給に要する費用として交付される保険給付費等交付金の 

増額と保険給付費の増額補正ということが書かれていますが、今回の傷病 

手当金は全額国費で賄われると聞いておりますけれど、この増額の意味を 

教えてください。 
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事 務 局： 今回の傷病手当金を条例で上げたことに対応する予算として、１３０万 

円の国保の特別会計で増額補正を行うと説明いたしました。三沢の被保険 

者で被用者として働いている人、給与所得のある方が１，７５１人、２１． 

９％の方が国保の給与所得者でありまして、その方々で１３０万円と設定 

いたしました。人数的には１０人で青森県の最低賃金から時給を割り出し 

ました。給付費で１３０万円の歳出と、後は国、県からの特別調整交付金 

として歳入で入るという予算を計上しております。 

 

山下委員： 予算を補正し直したということでよろしいでしょうか。 

 

事 務 局： はい、そのとおりでございます。 

 

山下委員： 次に３番目の改正ですけれども、今回、税を軽減されるということです 

けれども参考までに、私共協会けんぽの健康保険の保険料ですが事業主様 

からの申請に基づいて収入が減った場合には、最高で１年間猶予という形 

で取組みを行っております。一応参考までに。 

 

議  長： 他にありますか。 

 

遠藤委員： この減免に対しての周知は、どのような形で行うのでしょうか。 

 

事 務 局： はい、今回の保険税の減免については、７月の広報に紙面を広めにとっ 

て説明をする予定としております。 

 

遠藤委員： ７月の広報でだして、その後申請を受けるという形でしょうか。 

 

事 務 局： 保険税の賦課を７月に行うことにしておりますので、それに合わせまし 

て周知を行い、その後に申請を受け付ける予定としております。 

 

遠藤委員： よく周知の仕方として広報が挙げられるが、できればあらゆる方法で周 

知をしてほしいと思います。これは要望です。 

 

議  長： 他に何かございませんか。 

 

加澤委員： コロナ関係の条例改正ですので、適用期間が限定されていますよね。 

社会情勢で第２次、第３次と来た場合にこの期間だとこれを過ぎる場合が 

でますよね。期限立法的なものだと思うが、同じような内容で更新されて 

いく可能性があると考えていいのか。 

 

事 務 局： 傷病手当金の条例の件ですと、現在国から示されている期限が９月３０ 

日となっています。国からは情勢が変われば、通知が来るものとなってい 

ますので、それに合わせて規則で改正を行っていきます。 

 

議  長： 他に何かございませんか。 
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種市委員： ３番目の改正の内容の（１）主たる生計維持者が死亡又は重篤な傷病を 

負った世帯とありますが、重篤な症状から回復した場合も全部の減免に入 

るとありますが、治ってしまえば減免する必要が生じないと思うのですが、 

死亡した場合は別として。いかがですか。 

 

事 務 局： この件の重篤な傷病とは、国からは１か月以上の入院とあり、退院した 

からと言ってすぐに復帰するような状態ではないと想定しています。 

ですので申請には値するものと考えています。 

 

種市委員： ただ、死亡した方と回復して例えば１年後に通常に戻った方との差とい 

うのか、生きている人間と死んだ人間が同じく全部の減免というのは何か 

ギャップが大きいような気がするのですが。 

 

事 務 局： はい、ですのでこちらの方も期限が決められておりまして、令和２年２ 

月から令和３年３月までの間の納期限のものと限定されておりますので、 

その点については大丈夫かと考えています。 

 

議  長： よろしいですか。他に何かございませんか。 

 

（「なし」という声あり） 

 

議  長： それでは、ないようですので、条例の専決及び一部改正については、承 

認することにご異議ございませんか。 

 

（「異議なし」という声あり） 

 

議  長： 異議なしと言うことでありますので、条例の専決及び一部改正について 

は、承認することといたします。 

 

議  長： 次に、その他についてですが、何かございますか。 

 

事 務 局：（委員の旅費交通費について口座振り込みの依頼） 

 

議  長： ただ今の事務局からの依頼について、皆さんのご意見をお伺いします。 

 

（「なし」という声あり） 

 

議  長： 現金から口座振り込みということでよろしいですか。 

 

加澤委員： 問題ないんだけど、それをやる理由を説明したほうが良い。 

 

事 務 局： はい、現在確認しておりますが、現金支給を行っている会が少ないこと 

と、会計などから現金事故防止の件も含めて口座振り込みを勧められてい 

ます。 
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議  長： よろしいですか。他になにかご意見ありませんか。 

 

（「なし」という声あり） 

 

議  長： ないようであれば、旅費交通費の口座振り込みの件は、了承することと 

いたします。 

 

議  長： 他にございませんか。ないようですので、以上本日の会議は終了いたし 

ます。ご協力ありがとうございました。 

 

司  会： 以上をもちまして、三沢市国民健康保険運営協議会を終了いたします。 

皆様、大変お疲れ様でした。 

 

〈閉会：１４時００分〉 

 

令和２年５月２６日開催の三沢市国民健康保険運営協議会は、以上のとおりである。 

 

 

三沢市国民健康保険運営協議会議長  堀  光 雄       

 

 

議事録署名人  山 下 秀 樹      

 

 

議事録署名人  坂 本 幸 子      


